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（〔中中】「一ヽ

ハ
イ
ゼ
ラ
ス
エ
法
が
初
適
用

フ
ァ
イ
ベ
ッ
ク
ス

（東
京

都
中
央
区
、
山
中
久
幸
社
長
）

が
実
用
化
し
、
展
開
を
図

っ

て
い
る
高
目
付
ア
ラ
ミ
ド
繊

維
シ
ー
ト
に
よ
る
壁
付
き
柱

耐
震
補
強
工
法

「
ハ
イ
ゼ
ラ

ス
エ
法
」
が
、
事
務
所
ビ
ル

の
耐
震
補
強
工
事
に
初
め
て

適
用
さ
れ
た
。

同
工
法
は
、
高
日
付
量
の

ア
ラ
ミ
ド
繊
維
シ
ー
ト
を
、

柱
に
取
り
付
い
た
壁
に
設
け

た
貫
通
孔
を
通
し
て
柱
に
閉

鎖
型
に
巻
き
付
け
る
。
こ
れ

ま
で
困
難
だ

っ
た
壁
の
取
り

付
い
た
柱
の
耐
震
補
強
を
可

能
と
す
る
。
日
本
建
築
防
災

協
会
の
技
術
評
価
を
取
得
済

み
。
今
後
、
同
社
は
、
様
々

な
耐
震
補
強
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
有
力
工
法
と
し
て
、

同
工
法
を
積
極
展
開
す
る
方

針
で
い
る
。

ア
ラ
ミ
ド
繊
維
シ
ー
ト
に

よ
る
耐
震
補
強
工
法
と
し
て

は
、
ア
ラ
ミ
ド
シ
ー
ト
を
柱

全
面
に
巻
き
付
け
る
工
法
が

土
木

・
建
築
構
造
物
に
数
多

く
適
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
壁
の
取
り
付
く
柱
の
補

強
で
は
ア
ラ
ミ
ド
シ
ー
ト

を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
金

物
で
補
強
性
能
が
制
限
さ

れ
た
り
、
意
匠
性
に
難
点
が

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
設
備

配
管
や

コ
ン
セ
ン
ト
ボ

ッ

ク
ス
な
ど
の
付
帯
物
の
あ

る
柱
で
は
ア
ラ
ミ
ド
シ
ー
ト

の
全
面
巻
き
付
け
が
困
難
に

な
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ

っ
た
。

同
工
法
は
、
こ
う
し
た
課

題
を
解
決
す
る
た
め
開
発
し

た
技
術
で
、
実
用
化
に
あ
た

っ
て
は
２
４
０

ント
ク
ラ
ス

（１
房
幅
当
り
の
引
張
強
度

が
約
２
４
０

ント
）
と
ぃ
ぅ
従

来
の
２

・
５
倍
も
の
繊
維
量

の
高
日
付
ア
ラ
ミ
ド
繊
維
シ

ー
ト
の
実
用
化
を
進
め
、
同

工
法
を
実
現
さ
せ
た
。

今
回
、
千
葉
市
に
建
つ
３

階
建
て
事
務
所

ファイベックス

観

ビ
ル
の
袖
竪
付

勲

帷
”
呻
拗
中
一

レ

車
醜
競
勝
命
誤

イ

通
孔
の
精
度
確

ハ
保
と
高
目
付
ア

ラ
ミ
ド
シ
ー
ト

”
一

へ
の
樹
脂
含
浸
に
つ
い
て
入

念
な
準
備
と
施
工
管
理
を
徹

底
し
、
確
実
な
施
工
を
行

っ

た
。東

日
本
大
震
災
を
経
験

し
、
今
後
発
生
す
る
可
能
性

の
高
い
大
地
震
に
対
し
て
既

存
建
物
の
耐
震
性
能
を
確
保

し
て
お
く
こ
と
は
重
要
な
課

題
。
同
社
は
、
多
様
化
す
る

耐
震
補
強
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
の
で
き
る
有
力
な
工

法
と
し
て
、
従
来
工
法
に
加

え
て
同
工
法
を
積
極
的
に
展

開
す
る
方
針
。
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ミド繊維シ騨卜で
き柱を耐震捕強

籟フ

付

ア

壁

ファイベックスが初適用

フ
ァ
イ
ベ
ッ
ク
ス

（本
社

・
東

京
都
中
央
区
、
山
中
久
幸
社
長
）

が
実
用
化
し
、
展
開
す
る
高
目
付

ア
ラ
ミ
ド
繊
維
シ
ー
ト
を
使

っ
た

壁
付
き
柱
耐
震
補
強
工
法

「
ハ
イ

ゼ
ラ
ス
エ
法
」
が
、
事
務
所
ビ
ル

の
耐
震
補
強
工
事
に
初
適
用
さ
れ

た
。
ア
ラ
ミ
ド
繊
維
シ
ー
ト
を
、

柱
に
取
り
付
い
た
壁
に
設
け
た
貫

通
孔
を
通
し
て
柱
に
閉
鋏
型
に
巻

き
付
け
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
困

難
だ

っ
た
壁
の
取
り
付
い
た
柱
の

耐
震
補
強
を
可
能
と
し
た
。
日
本

建
築
防
災
協
会
の
技
術
評
価
を
取

得
し
て
い
る
。
多
様
な
耐
震
補
強

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
有
力
な
工
法

と
し
て
積
極
的
に
展
開
す
る
。

ハ
イ
ゼ
ラ
ス
エ
法
は
、
し
な
や

か
で
軽
量
な
ア
ラ
ミ
ド
シ
ー
ト
を

使
う
た
め
、
重
機
が
要
ら
ず
、
狭

い
空
間
で
の
施
工
も
可
能
。
鋼
板

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
巻
立
て
工
法

に
は
な
い
強
み
を
持
つ
。
補
強
後

の
建
物
の
荷
重
増
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
基
礎
な
ど
に
与
え
る
影
響
が

小
さ
い
。

帯
シ
ー
ト
は
間
隔
を
空
け
て
巻

き
付
け
て
も
全
面
巻
き
付
け
と
同

等
の
性
能
を
得
ら
れ
る
。
壁
の
取

り
付
く
柱
に
は
ム
壁
全
高
の
ス
リ

ッ
ト
や
シ
ー
ト
端
部
の
定
着
金
物

が
要
ら
ず
、
壁
全
高

の
ス
リ

ッ
ト

を
設
け
な
い
た
め
、
耐
力
壁
の
性

能
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
。
ア
ラ

ミ
ド
シ
ー
ト
は
し
な
や
か
で
、
柱

隅
角
部
の
面
取
り
を
簡
略
化
で
き

る
。千
葉
市
内
に
建
つ
３
階
建
て
の

事
務
所
ビ
ル
の
袖
壁

付
き
柱
に
初
適
用
し

た
。施

工
時
に
は
、
特

に
壁
に
設
け
る
貫
通

孔
の
精
度
確
保
と
高

目
付
ア
ラ
ミ
ド
シ
ー

ト

ヘ
の
樹
脂
合
浸
に

対
し
て
、
入
念
な
準

備
と
施
工
管
理
を
徹

底
し
た
。

付
け
る
。
壁
が
付
い
て
い
た

り
、
配
管
な
ど
が
あ

っ
た
り

す
る
柱
に
カ
バ
ー
シ
ー
ト
を

設
置
す
る
際
は
、
補
強
性
能

が
定
着
金
物
に
左
有
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
全
面
巻
き
付

け
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ

っ

た
。
強
度
の
あ
る
帯
シ
ー
ト

で
巻
く
こ
と
で
、
従
来
工
法

に
比
べ
、
耐
力
が
高
ま

っ
て

お
り
、
同
社
は
耐
震
補
強
技

術
と
し
て
積
極
的
に
提
案
す

る
。開

発
し
た
の
は

「
ハ
イ
ゼ

ラ
ス
エ
法
」
と
い
う
名
称
。

帯
状
の
シ
ー
ト
は
、
■
房
幅

当
た
り
の
引

っ
張
り
強
度
が

２
４
０

ン
ト
ク
ラ
ス
。
貫
通
孔

を
通
る
シ
ー
ト
は
、
繊
維
を

集
中
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

強
度
を
従
来
の
２

・
５
倍
に

高
め
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

鋼
板
に
よ
る
補
強
と
違
い
、

同
工
法
は
施
工
に
大
型
重
機

が
不
要
で
、
補
強
後
に
増
加

す
る
荷
重
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
帯
状
の
シ
ー
ト
は

一
定

間
隔
と
な
る
も
の
の
、
耐
震

性
能
は
全
面
巻
き
付
け
と
同

等
だ
と
い
う
。

同
工
法
は
、
日
本
建
築
防

災
協
会
か
ら
技
術
評
価
を
取

得
済
み
。
フ
ァ
イ
ベ
ッ
ク
ス

は
、
こ
の
ほ
ど
千
葉
市
内
の

３
階
建
て
事
務
所
ビ
ル
の
耐

震
補
強
に
、
同
工
法
を
初
め

て
適
用
し
た
。
施
工
管
理
を

徹
底
し
、
貫
通
孔
の
精
度
を

高
め
て
お
り
、
工
法
と
共
に

一施
工
実
績
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

方
針
だ
。
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付
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フ


